
自

（47.3％）

源

財

存

依

（52.7％）

源

財

主

改修予定の五反田住宅

第176号（平成30年４月26日） おおひら議会だより （２）第176号（平成30年４月26日）（３） おおひら議会だより

前年度から

3,000万円増額
（前年度比0.7％増）

３月定例会
としてとして

万円を計上
一般会計予算一般会計予算平成30年度

予算成立
賛成９ 反対２・ 41億7,000

予　算　額会　計　別 前 年 度 比

特
別
会
計

5億1,270万円

3億　870万円

5億7,770万円

4,050万円

5,260万円

1,340万円

2億4,723万円

△9,730万円

3,240万円

5,120万円

△120万円

20万円

△4,060万円

△1,421万円

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

戸別合併処理浄化槽

後 期 高 齢 者 医 療

宅 地 造 成 事 業

水 道 事 業

◎各種会計予算◎

◎村税と地方交付税の推移◎
　
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の

10
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
監
査
委
員
の
選
任
同
意
１
件
、
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
２
件
、
条
例
制
定
２
件
、
条
例
改
正
17
件
、
平

成
29
年
度
補
正
予
算
８
件
、
平
成
30
年
度
各
種
会
計
当
初
予
算

８
件
の
全
38
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
議
員
か
ら
は
規
則
改
正
１
件
、
条
例
改
正
１
件
の
全
２
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
12
Ｐ
か
ら
17

Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

村税
14億6,501万円

35.1％

繰入金
5億2,133万円

12.5％

使用料及び手数料など
2億1,574万円　5.1％

地方交付税
 5億6,615万円

13.6％

国庫支出金
5億1,139万円

12.3％

村債（借入金）
4億330万円

9.7％

県支出金
2億932万円
5.0％

地方譲与税など
2億7,776万円　6.7％

◆　主な実施事業　◆
・土木費
　道路改良舗装事業･･･3億3,401万円
　五反田住宅改修事業････9,000万円

・民生費
　子ども・子育て支援事業
　　　　　　　･･････2億5,867万円

・教育費
　小学校体育館改修事業･･･6,156万円

土木費
9億3,187万円

22.3%

民生費
8億9,094万円

21.4%

総務費
5億6,853万円

13.6%

教育費
4億3,668万円

10.5%

公債費
3億4,960万円

8.4%

衛生費
3億3,960万円

8.1%

農林水産業費
1億8,073万円
4.3%

商工費
1億3,304万円　3.2%

消防費など
2億6,111万円　6.3%

議会費　7,790万円　1.9%

712,821円
（前年度 705,521円）

村民１人あたり
H30.2.28 現在 5,850人

万円を計上41億7,000

歳 入
（ 財 源 ）

歳 出
（使いみち）

　貴重な自主財源である村税は、近年上昇傾

向にある。今年度は実績等を勘案し、前年度

から１億8,261万円増を見込んでいる。

　一方地方交付税は、村税増と国全体の交付

額の圧縮を受け、２億9,385万円の減となる

見込みである。

3億円

6億円

9億円

12億円

15億円

H27 H28 H29 H30

村税
地方交付税



環境整備の草刈り

佐々木春樹委員長

村民体育大会開会式

衡中北集会所建築予定地

―

　
農
業
環
境
整
備
支
援
事
業
補

助
金
は
、
複
数
あ
っ
た
村
単
独
助

成
事
業
を
整
理
統
合
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
内
容
と
利
点
は
。

―

　
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
補
助

金
、
畑
地
化
支
援
事
業
補
助
金
、

農
業
用
施
設
等
維
持
管
理
支
援
事

業
補
助
金
を
整
理
統
合
し
た
。

　
申
請
書
を
チ
ェ
ッ
ク
方
式
に
す

る
な
ど
、
事
務
処
理
を
簡
素
化
し
、

農
家
の
方
の
負
担
を
少
な
く
し
た
。

―

　
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
６
８

２
４
万
円
の
交
付
先
の
う
ち
、
操

業
を
休
止
し
て
い
る
企
業
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
奨
励
金
は
ど
う
取

り
扱
う
の
か
。

―

　
奨
励
金
の
交
付
企
業
は
４
社

で
あ
り
、
う
ち
１
社
が
29
年
か
ら

操
業
を
一
時
休
止
し
て
い
る
。

　
こ
の
会
社
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
操
業
状
況
を
確
認
の
う
え
で
、

奨
励
金
の
交
付
を
検
討
し
て
い
く
。

―

　
河
川
愛
護
会
の
組
織
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

―

　
蕨
崎
、
衡
東
、
と
き
わ
台
を

除
く
、
村
内
で
河
川
を
有
す
る
地

区
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
衡
中
北

地
区
は
29
年
度
か
ら
活
動
を
中
止

し
た
。

―

　
草
刈
機
械
を
持
た
な
い
非
農

家
世
帯
は
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
行
政
が
河
川
愛
護
を
す
る
時

期
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

―

　
河
川
管
理
者
の
県
に
、
非
農

家
世
帯
が
増
加
し
て
い
く
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。

―

　
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
券

の
１
回
の
乗
車
で
２
枚
し
か
使
え

な
い
と
い
う
制
限
を
撤
廃
し
、
も

っ
と
住
民
が
使
い
や
す
く
で
き
な

い
か
。

―

　
乗
車
１
回
当
た
り
の
使
用
枚

数
制
限
を
廃
止
し
、
２
万
４
千
円

の
範
囲
で
使
え
る
も
の
と
す
る
。

　
ま
た
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
で
の
使

用
も
可
能
と
す
る
。

―

　
30
年
度
の
村
民
体
育
大
会
か

ら
、
小
学
生
は
出
校
日
扱
い
に
な

ら
ず
、
自
主
参
加
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
う
な
れ
ば
児
童
の
み

な
ら
ず
保
護
者
の
参
加
の
減
少
も

危
惧
さ
れ
る
。

　
今
後
、
体
育
大
会
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

―

　
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
授

業
時
数
増
加
に
よ
り
、
小
学
校
と

し
て
の
村
民
体
育
大
会
参
加
は
難

し
く
な
っ
た
。

　
保
護
者
へ
児
童
の
積
極
的
な
参

加
を
要
請
し
、
区
長
や
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
等
と
意
見
交
換
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
て
い
く
。

―

　
衡
中
北
集
会
所
と
五
反
田
運

動
広
場
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
整
備
計
画
の
内
容
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

―

　
集
会
所
は
五
反
田
北
住
宅
前

の
広
場
に
建
築
を
予
定
し
て
お
り
、

併
せ
て
運
動
広
場
の
整
備
も
一
体

的
に
進
め
て
い
く
。

　
平
成
30
年
度
に
実
施
設
計
、
31

年
度
に
建
築
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。

―
　
新
規
事
業
と
し
て
不
妊
治
療

の
助
成
に
２
７
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

―

　
子
ど
も
が
出
来
ず
、
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対
し
て
、

県
の
特
定
不
妊
治
療
助
成
に
上
乗

せ
す
る
形
で
助
成
を
行
う
。

　
40
歳
未
満
の
方
２
名
と
43
歳
未

満
の
方
１
名
の
３
名
を
助
成
対
象

と
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
充
当
事
業

で
あ
る
。

第176号（平成30年４月26日） おおひら議会だより （４）第176号（平成30年４月26日）（５） おおひら議会だより

予 算 審 査
特別委員会

主 　 な 　 質 　 疑

　平成30年度各種会計の予算を審査するため、予
算審査特別委員会（委員長 佐々木春樹・副委員
長 佐藤貢）が５日間にわたり開かれました。
　特別委員会では、各課長などに質疑を行い、慎
重審議した結果、「可決すべき」と決定し、14日の
本会議で議長に報告しました。

われるのか予算は何に使

村
民
体
育
大
会
の
今
後
に
つ
い
て

タ
ク
シ
ー
利
用
券

不
妊
治
療
助
成

問

答

答 問

答 問

問

答 問答

答

問答 問

答 問

河
川
愛
護
事
業

農
業
環
境
整
備
支
援

企
業
立
地
奨
励
金

衡
中
北
集
会
所
の
建
設

予算

質疑



太陽光発電パネル設置住宅

購入予定の災害備蓄用倉庫

―

　
が
ん
検
診
推
進
事
業
１
８
７

６
万
円
の
各
種
検
診
料
金
の
自
己

負
担
見
直
し
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
か
ら
か
。

―

　
自
己
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り

多
く
の
方
に
検
診
を
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
見
直

し
た
。

―

　
検
診
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
前
提
と
し
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
事
業
展
開
を
し

て
い
く
べ
き
で
は
。

―

　
健
康
づ
く
り
な
ど
の
予
防
対

策
や
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に

力
を
入
れ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

―

　
新
規
事
業
の
空
き
家
対
策
事

業
の
詳
細
は
。

―

　
既
存
の
税
情
報
シ
ス
テ
ム
に

新
た
に
空
き
家
情
報
を
加
え
る
方

法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
は
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
、

定
住
促
進
に
役
立
つ
も
の
へ
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。

―

　
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
村
内

で
製
造
し
て
い
る
企
業
が
、
現
在

操
業
を
休
止
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

村
内
産
の
パ
ネ
ル
の
設
置
助
成
な

ど
は
改
正
し
な
い
の
か
。

―

　
製
品
が
在
庫
と
し
て
あ
る
分

は
販
売
さ
れ
る
と
の
情
報
を
得
て

い
る
の
で
、
現
行
の
上
限
35
万
円

の
補
助
制
度
は
継
続
す
る
。

　

―

　
新
規
事
業
の
災
害
対
策
費
助

成
の
詳
細
は
。

―

　
全
行
政
区
の
自
主
防
災
組
織

に
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
金
か

ら
一
地
区
上
限
40
万
円
を
、
防
災

関
係
備
品
の
購
入
に
助
成
す
る
。

―

　
備
品
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

―

　
品
目
は
災
害
対
応
と
い
う
制

限
を
付
け
る
が
、
地
区
で
投
光
機

や
除
雪
機
等
を
選
定
し
て
も
ら
っ

て
よ
い
。

―

　
29
年
度
か
ら
専
用
サ
イ
ト
を

利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
寄
附

件
数
が
増
加
し
た
が
、
ま
だ
返
礼

品
の
品
数
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

―

　
現
在
は
米
や
キ
ム
チ
な
ど
が

人
気
で
あ
る
。
村
の
生
産
者
に
と

っ
て
も
利
益
の
あ
る
こ
と
な
の
で
、

品
数
内
容
と
も
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

―

　
寄
附
金
の
充
当
事
業
は
。

―

　
特
定
不
妊
治
療
助
成
、
着
ぐ

る
み
購
入
、
小
学
校
漢
字
検
定
手

数
料
の
３
件
で
あ
る
。

―

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
屋
内
運

動
場
を
借
用
中
、
誤
っ
て
施
設
を

破
損
さ
せ
、
自
分
た
ち
で
賠
償
を

し
た
。

　
賠
償
責
任
は
施
設
を
借
り
た
側

に
あ
る
が
、
故
意
に
よ
る
も
の
で

な
け
れ
ば
、
屋
内
運
動
場
と
い
う

施
設
の
目
的
か
ら
考
え
て
も
、
弁

償
に
教
育
的
配
慮
が
必
要
で
は
な

い
か
。

―

　
村
民
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
第
13
条
に
基

づ
き
、
過
失
に
よ
る
事
故
と
判
断

し
て
、
ス
ポ
少
に
賠
償
し
て
も
ら

っ
た
。
し
か
し
、
生
涯
学
習
の
理

念
か
ら
す
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
ま
で
金
銭
的
責
任
が
及
ぶ
状
態

は
望
ま
し
く
な
い
。

　
報
告
連
絡
相
談
の
徹
底
と
、
条

例
等
の
改
正
を
検
討
し
て
い
く
。

―

　
「
万
葉
大
使
」
の
着
ぐ
る
み

作
製
は
、
住
民
へ
の
説
明
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
理
解
が
得
ら
れ
る

か
不
透
明
で
あ
る
。
村
の
Ｐ
Ｒ
に

役
立
つ
か
も
疑
問
で
あ
り
、
設
定

上
２
体
必
要
な
こ
と
か
ら
コ
ス
ト

も
か
さ
む
。

　
効
果
が
期
待
で
き
な
い
着
ぐ
る

み
を
、
自
主
財
源
を
投
入
し
て
ま

で
作
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

―

　
市
町
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
は
高
い

と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
「
あ
か
ま
つ
く
ん
」

「
き
き
ょ
う
ち
ゃ
ん
」
の
万
葉
大

使
着
ぐ
る
み
作
製
が
住
民
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

作
製
し
な
い
こ
と
も
視
野
に
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

―

　
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
と
し

て
、
交
付
対
象
企
業
４
社
に
６
８

２
４
万
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
中
に
は
、
昨
年
か
ら

操
業
を
休
止
し
て
い
る
企
業
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　
当
該
企
業
が
操
業
を
休
止
し
て

い
る
な
ら
ば
、
企
業
立
地
促
進
条

例
に
基
づ
く
奨
励
金
の
交
付
は
見

送
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

―

　
当
該
企
業
は
昨
年
９
月
か
ら
、

次
世
代
戦
略
商
品
の
開
発
に
向
け

た
準
備
と
し
て
、
操
業
を
一
時
休

止
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い

る
。

　
こ
の
企
業
へ
の
奨
励
金
は
26
年

度
か
ら
交
付
し
て
き
て
い
る
が
、

今
年
度
の
奨
励
金
は
、
早
急
に
会

社
を
訪
問
し
、
今
後
の
操
業
見
通

し
を
確
認
し
た
う
え
で
、
執
行
を

検
討
し
て
い
く
。

―

　
村
制
１
３
０
周
年
と
合
わ
せ

て
刊
行
す
る
と
の
村
長
答
弁
が
あ

っ
た
が
、
第
１
刊
発
行
か
ら
極
め

て
短
い
年
月
し
か
経
過
し
て
い
な

い
。
他
市
町
で
は
編
さ
ん
の
動
き

は
な
い
。
編
さ
ん
に
あ
た
る
準
備
、

編
集
そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
構
想

で
臨
む
か
、
実
像
が
見
え
て
こ
な

い
。

　
ど
う
い
っ
た
村
誌
を
編
さ
ん
す

る
つ
も
り
な
の
か
。

―

　
先
人
た
ち
が
第
１
刊
を
発
行

し
て
か
ら
34
年
が
経
過
し
、
そ
の

間
、
村
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
。

そ
の
歴
史
を
知
る
人
た
ち
か
ら
お

話
を
伺
い
、
記
録
と
し
て
残
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
本
格
的
な
村
誌
を
今
す
ぐ
作
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
貴
重
な
資

料
の
散
逸
を
防
ぎ
、
本
格
的
な
村

誌
編
さ
ん
の
準
備
を
し
て
い
く
。
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予 算 審 査
特別委員会

更に

詳しく

問

答答 問

答

問答

答

問

問

答 問

答 問

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

ふ
る
さ
と
寄
附
金

が
ん
検
診

災

害

対

策

助

成

費

太
陽
光
発
電
助
成

空
き
家
対
策
事
業

総括質疑

◎村民体育施設
利用のあり方

小川 宗寿 委員

◎ＰＲ用
　　着ぐるみは

必要か

遠藤 昌一 委員

◎企業立地促進
奨励金の執行

石 川 　敏 委員

◎村誌編さんは
時期尚早

山路 澄雄 委員

４名の委員が登壇



―

　
除
雪
委
託
に
１
千
万
円
の
補

正
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
契
約

者
数
と
作
業
全
線
距
離
数
は
ど
れ

ほ
ど
か
。

　
ま
た
、
除
雪
作
業
時
に
道
路
等

を
破
損
さ
せ
た
場
合
の
対
応
は
。

―

　
９
業
者
と
契
約
し
て
い
る
。

村
道
の
作
業
距
離
は
延
べ
約
１
２

０
㎞
で
あ
る
。

　
除
雪
作
業
時
に
道
路
等
を
破
損

さ
せ
た
場
合
は
、
業
者
の
保
険
で

修
繕
し
て
い
る
。

―

　
と
き
わ
台
南
住
宅
団
地
の
宅

地
販
売
状
況
の
詳
細
は
。

―

　
と
き
わ
台
南
住
宅
団
地
の
宅

地
は
、
販
売
事
務
所
２
区
画
を
除

く
全
区
画
が
完
売
し
た
の
で
、
１

０
６
区
画
分
の
販
売
代
金
５
億
３

２
１
５
万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
完
売
に
よ
り
広
告
費
用
は
８
０

０
万
円
の
減
額
と
な
る
。

―

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
５
０
２

万
円
の
増
額
補
正
と
な
り
、
総
額

６
９
０
万
円
に
な
る
が
、
寄
附
者

数
は
何
名
か
。

―

　
寄
附
者
は
３
３
３
名
で
、
県

外
が
３
１
３
名
、
県
内
が
20
名
と

な
っ
て
い
る
。

―

　
増
額
の
要
因
は
寄
附
専
門
サ

イ
ト
に
よ
る
も
の
か
。

　
ま
た
、
返
礼
品
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
用
意
し
て
い
る
か
。

―

　
サ
イ
ト
登
録
に
よ
る
も
の
と

分
析
し
て
い
る
。
返
礼
品
で
は
米

が
多
く
選
択
さ
れ
て
い
る
。

―

　
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
費
県
負
担
金
４
８
６
万
円

の
詳
細
は
。

―

　
一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て

は
、
当
初
、
年
間
１
８
０
名
ほ
ど

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
２
４
０
名

程
度
ま
で
増
え
た
こ
と
で
、
増
額

が
必
要
に
な
っ
た
。
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予 算 審 査
特別委員会

一般

会計

可決すべきと決定
賛成８ 反対２

委員会採決

特別会計7会計も可決すべきと決定

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は

41
億
７
千
万
円
で
、
前
年
度
比
３

千
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
本

村
の
政
策
課
題
や
村
民
の
必
要
課

題
を
具
現
化
す
る
た
め
の
表
れ
だ

と
思
う
。

　
ま
た
、
自
主
財
源
比
率
も
52
・

７
％
と
な
っ
て
お
り
前
年
度
と
比

べ
４
・
４
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
い

る
。

　
施
策
面
で
も
、
支
援
事
業
を
初

め
学
校
教
育
・
生
活
環
境
整
備
・

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
配
分
に
な
っ
て
お
り
、

本
村
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
監
査
委
員
の
所
見
に
は

何
点
か
の
指
摘
事
項
が
あ
っ
た
こ

と
や
、
４
名
の
委
員
か
ら
７
件
の

総
括
質
疑
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
こ
れ
を
真
摯
に
受

け
止
め
て
、
村
政
に
迅
速
な
対
応

を
願
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
経
費

削
減
、
村
税
等
の
滞
納
整
理
と
あ

わ
せ
、
予
算
の
適
切
な
執
行
と
、

さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
強
く
望
み
、
こ
の
原
案
に
賛
成

す
る
。

　
ま
ず
、
公
文
書
の
保
管
が
厳
格

に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
が
行
わ
れ
る
と
、
執
行
部
は

説
明
責
任
を
果
た
せ
ず
、
住
民
の

知
る
権
利
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

　
軽
消
防
車
の
購
入
に
つ
い
て
、

執
行
部
の
説
明
で
は
軽
消
防
車
を

購
入
し
て
か
ら
現
在
配
備
し
て
い

る
可
搬
ポ
ン
プ
が
車
体
に
載
せ
ら

れ
る
か
を
確
認
し
、
載
せ
ら
れ
る

な
ら
車
両
だ
け
を
購
入
す
る
、
載

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
ポ
ン
プ
を
購
入

す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
予
算

の
組
み
方
が
許
さ
れ
る
の
か
。

　
操
業
休
止
中
の
企
業
に
対
す
る

企
業
立
地
奨
励
金
の
支
出
に
つ
い

て
問
わ
れ
る
と
、
定
例
会
閉
会
後

に
本
社
に
赴
く
と
答
弁
し
た
。
な

ぜ
も
っ
と
早
く
対
応
し
、
実
態
を

は
っ
き
り
と
会
議
で
示
せ
な
い
の

か
。
定
例
会
に
説
明
で
き
な
い
予

算
の
組
み
方
で
は
な
い
か
。

　
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
の
思

い
や
り
の
予
算
と
い
う
表
現
が
あ

る
が
、
こ
の
予
算
は「
思
い
や
り
」

で
は
な
く
「
思
い
つ
き
」
の
予
算

で
あ
る
。

　
本
予
算
に
反
対
す
る
。

佐
　藤
　
　貢
　委
員

村
政
に
迅
速
な
対
応
を

賛
　成

文
　屋
　裕
　男
　委
員

思
い
つ
き
の
予
算
に
反
対

反
　対

補正
予算

平成29年度

万円

ときわ台南宅地販売収入
　　　　　　　５億3,215万円

一般会計ほか７会計を補正

主

　な

　質

　疑

答答 問

◎歳入の補正
 法人村民税･･････････････････7,120万円
 ふるさと寄附金･･･････････････502万円
◎歳出の補正
 万葉こども園運営委託料･･････1,915万円
 除雪費委託料････････････････1,000万円

追加の主なもの

住宅建築が進むときわ台南団地住宅建築が進むときわ台南団地

予 算 額補 正 額会 計 別

特
別
会
計

2億5,565万円
△1,106万円

299万円
△885万円
△185万円
22万円

5億1,582万円
△196万円

一 般 会 計

水 道 事 業

47億229万円
6億2,361万円
2億6,077万円
5億6,397万円
3,745万円
5,232万円

5億6,982万円
2億4,913万円

国民健康保険
下 水 道
介 護 保 険
合併浄化槽
後期高齢者医療
宅 地 造 成

除
雪
費
委
託
料

と
き
わ
台
南
住
宅
団
地

児
童
福
祉
費
負
担
金

答答答 問

問

問問
ふ
る
さ
と
寄
附
金
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一般
質問

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を考え
ているのか、是非議場で傍聴して
みませんか。

次の定例会は

６月６日（水）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

一般質問 村政を問う

石　川　　　敏
・従前の一般質問、その結果を問う

小　川　宗　寿
・旧幼稚園舎の利活用について再度問う

佐々木　春　樹
・ごみの減量化・３Ｒの推進に向けた取り組みは

山　路　澄　雄
・平成30年度予算の概要と村長の基本姿勢を問う
・村出資の第３セクター「万葉まちづくりセンター」の
　情報公開を求める

髙　橋　浩　之
・貸付事業のチャイルドシートの更新を
・インフルエンザワクチン接種助成の拡大を

文　屋　裕　男
・再度、公文書の取扱いについて問う

６名の議員が登壇

細
川

　運
一

小
川
ひ
ろ
み

佐
々
木
金
彌

山
路

　澄
雄

遠
藤

　昌
一

髙
橋

　浩
之

小
川

　宗
寿

文
屋

　裕
男

佐
々
木
春
樹

早
坂

　豊
弘

佐
藤

　
　貢

石
川

　
　敏

議　　　　案
議決結果

(賛成:反対)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

同意第１号

諮問第１号～２号

議案第２号～２８号

議案第３０号～第３６号

発議第29号

発議第１号

発議第２号

同意(11:0)

適任(11:0)

可決(11:0)

可決( 9: 2)

可決(11:0)

可決(11:0)

可決(11:0)

一般会計当初予算

会 議 規 則 改 正

委員会条例改正

○賛成　×反対　議長（細川運一）は採決に加わらない。◇12月定例会　採決状況表◇

平成30年３月定例会提出議案　40件平成30年３月定例会提出議案　40件
（人事3件、条例制定2件、条例改正17件、補正8件、当初予算8件、その他2件）

　人権擁護委員の推薦について、議会の意見を求め
られ、全会一致で適任であると答申しました。この
後、村長が法務局へ推薦します。なお、法務大臣よ
り委嘱を受けると、２人とも再任となります。

人権擁護委員の推薦

千葉　良紀 氏 熊谷喜久雄 氏

任期（予定）：Ｈ30.７.１～Ｈ33.６.30

　監査委員を選任することについて、議会の同意を
求められ、無記名投票による採決の結果、全会一致
で同意しました。なお、渡邉保夫氏は再任となりま
す。

代表監査委員の任命

渡邉　保夫 氏

任期：Ｈ30.３.12～H34.３.11

◎大衡村議会委員会条例の改正
　議会基本条例の改正に伴い、議員発
議で改正
　主な改正点：常任委員の任期を２年
　　　　　　　から４年に延長

◎大衡村議会会議規則の改正
　議会基本条例の制定に伴い、議員発
議で改正。併せて傍聴規則等も改正

主な条例の制度・改正主な条例の制度・改正



　
住
民
バ
ス
は
現
在
５
路
線
運

行
し
て
い
る
が
、
経
費
も
相
当

か
か
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
た

め
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
。

　
運
行
日
や
路
線
、
バ
ス
停
、

運
行
車
両
な
ど
運
行
方
法
を
見

直
し
す
べ
き
で
は
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（
予
約

乗
合
タ
ク
シ
ー
）
も
検
討
し
た

が
、
村
内
で
の
実
施
は
難
し
い

と
判
断
し
、
昨
年
４
月
か
ら
高

齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
し
た

タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
を
新
た
に

開
始
し
た
。

　
住
民
バ
ス
は
現
在
の
ま
ま
運

行
を
継
続
し
て
い
く
。

万葉バス大瓜線乗車状況

　
土
地
開
発
基
金
で
取
得
し
た

土
地
で
、
事
業
化
の
目
途
が
立

た
ず
長
年
利
用
さ
れ
て
い
な
い

土
地
が
あ
る
。

　
そ
の
後
に
当
初
取
得
目
的
以

外
の
活
用
や
処
分
の
具
体
的
な

動
き
は
あ
っ
た
の
か
。

　
現
在
ま
で
土
地
の
移
動
は
な

い
。

　
取
得
時
の
目
的
用
途
に
活
用

で
き
な
い
と
判
断
で
き
る
土
地

は
、
企
業
向
け
社
員
寮
用
地
や

宅
地
化
へ
の
活
用
が
可
能
か
模

索
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
費
の
減
免
は
、
保

護
者
に
と
っ
て
公
平
な
減
免
制

度
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
申

請
手
続
き
を
簡
素
化
に
で
き
な

い
か
。

　
奨
学
資
金
は
無
利
子
の
貸
与

だ
け
で
な
く
、
返
還
の
免
除
や

給
付
型
の
制
度
に
で
き
な
い
か
。

　
給
食
費
は
、
減
免
率
や
学
校

に
在
籍
し
て
い
な
い
子
供
の
人

数
を
ど
う
扱
う
か
な
ど
検
討
し

て
き
た
が
、
本
年
度
も
現
在
の

制
度
で
実
施
し
て
い
く
。

　
奨
学
資
金
は
貸
与
額
や
返
済

時
期
等
に
つ
い
て
は
今
後
も
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　
国
に
お
い
て
も
、
給
付
型
奨

学
資
金
制
度
や
高
等
教
育
無
償

化
の
動
き
も
あ
る
の
で
、
そ
の

進
展
を
注
視
し
て
い
く
。

　
村
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
策

は
様
々
な
施
策
が
あ
る
が
、
若

者
へ
の
支
援
策
が
少
な
い
。
高

校
生
へ
の
通
学
費
用
の
支
援
策

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
を
、

各
年
代
に
応
じ
た
体
系
的
な
支

援
制
度
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
他
町
で
は
高
校
生
の
通
学
費

の
援
助
を
し
て
い
る
例
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
子
ど
も
支

援
策
を
体
系
的
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
考
え
て
い
く
。

　
村
長
公
約
の
「
幼
稚
園
跡
地

の
活
用
」
に
建
物
は
含
ま
れ
る

の
か
。
大
衡
城
の
例
で
は
、
建

物
取
得
に
２
億
円
、
改
修
に
３

千
万
円
、
年
間
指
定
管
理
料
１

３
０
０
万
円
と
、改
修
・
維
持
管

理
に
多
額
の
税
金
を
投
じ
て
い

る
。

　
村
長
は
昨
年
の
一
般
質
問
で

「
29
年
度
中
に
は
方
向
性
を
示

す
」
と
答
弁
し
た
。
検
討
委
員

会
で
は
取
り
壊
し
と
い
う
意
見

も
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
方
針

は
固
ま
っ
た
の
か
。

　
建
物
を
含
む
形
で
の
跡
地
利

用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
跡
地
利
用
の
方
針
を
定
め
る

た
め
、
庁
内
検
討
委
員
会
で
は
、

山
形
県
天
童
市
と
金
山
町
の
廃

校
利
活
用
施
設
を
視
察
、
旧
園

舎
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、
５

回
の
会
議
の
結
果
を
素
案
に
ま

と
め
、
検
討
委
員
会
に
示
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
将
来
の

維
持
管
理
費
用
を
懸
念
し
取
り

壊
し
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、

建
物
を
利
活
用
す
る
方
向
で
ま

と
ま
っ
て
い
る
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
図
書
室

や
音
楽
鑑
賞
室
な
ど
様
々
な
利

活
用
計
画
案
が
出
て
い
る
よ
う

だ
が
、
他
の
公
共
施
設
で
代
用

で
き
る
も
の
が
多
い
。

　
代
替
可
能
な
施
設
が
あ
る
状

況
で
、
旧
園
舎
の
改
修
と
い
う

判
断
を
、
８
名
の
職
員
や
５
名

の
村
民
だ
け
で
決
め
て
い
い
の

か
。

　
住
民
や
関
係
団
体
に
も
っ
と

広
く
意
見
を
聞
き
、
費
用
と
効

果
を
精
査
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
６
年
間
、
教
育
委
員
会
等
で

利
活
用
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
き
た
が
、
一
歩
踏
み
出
せ

な
い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
時

期
を
定
め
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
検
討
の
結
果
が
提
言
書
と
し

て
提
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
元

に
改
修
を
強
行
す
る
つ
も
り
は

な
い
。

　
議
会
の
意
向
が
、
広
く
住
民

の
声
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
と
か
、

旧
園
舎
を
取
り
壊
す
べ
き
と
い

う
も
の
で
あ
れ
ば
、
柔
軟
に
対

応
す
る
。

６年間使われていない旧幼稚園舎

幼稚園跡地利活用計画策定までの流れ

庁内検討委員会（H29.4.18設置）
構成委員：副村長、教育長、課長等（8名）

検討委員会（H30.1.23委嘱）
構成委員：募集に応じた村民（5名）

執　行　部
委員会提言書を元に検討を行い

利活用計画案を議会に報告・説明する

全22項目の素案を提示（H29.11）

委員会提言書を提出（H30.3）

一般質問村政を問う

小川　宗寿 議員

村民の声を広く聴く
旧幼稚園舎の利活用方針を明確に

一般質問 村政を問う
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石川　　敏 議員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

施策予算を全体的に考えていく
これまでの一般質問その後は

平
成
28
年
3
月
定
例
会

（
住
民
バ
ス
）

平
成
28
年
6
月
定
例
会

（
土
地
開
発
基
金
）

平
成
28
年
12
月
定
例
会

（
子
ど
も
支
援
策
）



　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
の

資
源
化
が
、
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
な
か
、
４
月
か
ら
資

源
物
の
回
収
の
内
容
が
変
わ
る
。

　
現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
、
住
民
に
周
知
と
理
解
を

求
め
て
い
く
の
か
。

　
資
源
物
と
し
て
収
集
し
て
い

る
紙
製
容
器
包
装
以
外
の
紙
と

し
て
雑
が
み
の
収
集
が
始
ま
る
。

　
ラ
ッ
プ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
芯
、
は
が
き
、
封
筒
な

ど
は
、
雑
が
み
と
し
て
の
収
集

が
可
能
に
な
り
、
紙
製
容
器
包

装
と
一
緒
に
分
別
収
集
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

新築されたごみ焼却施設（黒川環境管理センター）

　
ご
み
の
減
量
化
や
３
Ｒ
を
具

体
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ご

み
の
減
量
化
検
討
委
員
会
組
織

を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
む
考
え

は
な
い
か
。

　
住
民
の
皆
様
に
一
層
の
ご
み

の
分
別
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
と
出

前
講
座
等
で
周
知
啓
発
を
図
っ

て
い
く
。

　
組
織
の
立
ち
上
げ
は
、
ご
み

の
排
出
量
の
推
移
を
見
な
が
ら

判
断
し
た
い
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
も
、

な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
。

　
大
崎
市
で
は
、
住
民
と
専
門

家
等
で
ま
と
め
た
提
言
書
の
中

に
、
３
切
り
運
動
（
使
い
切
る

・
食
べ
き
る
・
水
を
切
る
）
等

の
提
言
が
あ
る
。
住
民
と
一
緒

に
つ
く
る
点
に
意
義
が
あ
り
、

浸
透
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
４
月
か
ら
始
ま
る
ご
み
出
し

の
対
応
や
形
態
を
見
き
わ
め
た

上
で
、
色
々
な
機
会
を
捉
え
、

周
知
徹
底
し
て
い
く
。

　
ご
み
集
積
所
で
実
際
に
ご
み

出
し
実
践
講
座
が
出
来
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
の
一
般
質
問
で
提

言
さ
れ
た
「
村
誌
」
編
さ
ん
事

業
に
４
５
８
万
円
を
新
年
度
予

算
で
計
上
し
た
が
、
昭
和
58
年

に
村
誌
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
、

ま
だ
34
年
し
か
経
過
し
て
い
な

い
。

　
近
隣
市
町
で
も
、
昭
和
40
〜

50
年
代
に
か
け
て
相
次
い
で
市

町
誌
が
発
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
、
続
編
発
行
の
動
き
は
な
い
。

　
発
行
後
34
年
と
い
う
短
い
時

間
で
編
さ
ん
作
業
に
入
る
と
い

う
性
急
な
取
り
組
み
の
理
由
は

何
か
、
理
解
で
き
な
い
。

　
「
村
誌
」
発
行
後
の
34
年
間

を
補
完
す
る
意
味
で
、
小
規
模

な
も
の
を
考
え
て
い
る
。

　
仙
台
北
部
工
業
団
地
の
造
成

完
了
、
昭
和
万
葉
の
森
や
ク
リ

エ
ー
ト
パ
ー
ク
開
園
、
み
や
ぎ

国
体
の
開
催
等
、
後
世
に
残
す

べ
き
記
録
も
数
多
く
、
村
も
大

き
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。
来

年
に
は
村
政
施
行
１
３
０
周
年

を
迎
え
る
。
平
成
30
年
度
か
ら

村
誌
の
編
さ
ん
に
取
り
組
む
も

の
で
あ
る
。

　
万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
村
民

か
ら
疑
問
を
呈
さ
れ
る
状
況
が

あ
る
。
幹
部
の
家
族
が
採
用
さ

れ
、
一
家
族
２
人
で
働
い
て
い

る
実
態
が
複
数
見
ら
れ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、

村
出
資
65
％
の
法
人
で
、
歴
代

の
村
長
・
副
村
長
が
社
長
に
就

任
し
て
き
た
。
１
億
５
千
万
円

以
上
の
村
委
託
事
業
を
指
定
管

理
者
と
し
て
受
注
し
て
お
り
、

村
税
を
も
っ
て
会
社
運
営
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
65
％
村
出
資
の
株
式
会
社
で

あ
り
、
細
部
ま
で
村
の
意
向
で

指
導
で
き
ず
、
自
主
的
な
経
営

を
行
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
、

従
業
員
の
雇
用
形
態
等
ま
で
介

入
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
村
長
は
筆
頭
株
主
と
し
て
、

村
民
の
利
益
の
た
め
、
公
正
で

透
明
性
の
あ
る
会
社
運
営
を
指

導
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
大
郷
町
で
は
公
社
の
職
員
採

用
は
町
広
報
で
募
集
し
、
事
業

内
容
は
区
長
や
農
業
委
員
等
の

代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
運
営
改

善
委
員
会
に
報
告
し
、
事
業
情

報
を
公
開
し
て
い
る
。

昭和58年発行の大衡村誌

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
職
員
採
用
は

運
営
の
細
部
は
把
握
し
て
い
な
い

一般質問村政を問う

山路　澄雄 議員

初刊発行後３４年の空白を埋める
新しい村誌発行の意義はなにか

一般質問 村政を問う

第176号（平成30年４月26日） おおひら議会だより （14）第176号（平成30年４月26日）（15） おおひら議会だより

佐々木春樹 議員

 

議
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議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

 

村
　長

 

議
　員

 

議
　員

 

議
　員

 

村
　長

 

村
　長

出前講座等で周知徹底
ごみの減量化･３Ｒの推進を

※

３
Ｒ

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

　
リ
デ
ュ
ー
ス
・
減
ら
す

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

　
リ
ユ
ー
ス
・
繰
返
し
使
う

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

　
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
資
源
化

　
①
ご
み
の
発
生
抑
制
、
②
再
使

用
、
③
ご
み
の
再
生
利
用
の
優
先

順
位
で
廃
棄
物
の
削
減
に
努
め
て

い
く
と
い
う
考
え
方
を
、
こ
の
３

つ
の
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
て
３

Ｒ
と
い
う
。



　
平
成
12
年
４
月
か
ら
無
償
貸

付
事
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
現

在
で
も
村
民
に
好
評
価
を
受
け

て
い
る
。

　
し
か
し
、
１
９
０
台
あ
っ
た

シ
ー
ト
も
、
損
傷
や
劣
化
等
に

よ
る
廃
棄
が
進
み
相
当
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
18
年
に
保
安
基

準
の
改
正
も
あ
り
、
安
全
性
に

不
安
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
更
新
と
貸
出

台
数
を
増
大
し
て
は
。

　
今
の
貸
付
実
績
は
年
間
20
〜

30
件
と
な
っ
て
い
る
。
購
入
か

ら
相
当
経
過
し
て
お
り
、
劣
化

等
に
よ
る
廃
棄
が
あ
り
保
有
台

数
は
36
台
で
あ
る
。

　
村
の
子
育
て
支
援
で
あ
る
出

産
祝
金
支
給
等
も
あ
り
、
各
家

庭
に
お
い
て
シ
ー
ト
購
入
や
レ

ン
タ
ル
等
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

村貸し出しチャイルドシート

　
子
供
が
２
人
や
３
人
目
と
な

る
と
、
家
庭
の
負
担
は
大
き
く

な
る
。
ま
た
事
故
時
の
安
全
性

の
確
保
の
た
め
に
も
、
シ
ー
ト

の
更
新
を
し
て
は
。

　
ま
た
各
家
庭
で
、
不
要
に
な

っ
た
シ
ー
ト
を
譲
り
受
け
て
、

再
利
用
す
る
方
法
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
在
庫
の
シ
ー
ト
が
利
用
で
き

る
う
ち
は
、
事
業
を
存
続
さ
せ

て
い
け
た
ら
と
は
考
え
る
が
、

内
容
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
不
要
に
な
っ
た
シ
ー
ト
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
、
再
利
用
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
く
。

　
現
在
大
衡
村
で
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
助
成

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
中
学
３

年
と
65
歳
以
上
の
方
な
ど
に
限

定
さ
れ
て
い
る
が
、
不
公
平
感

を
抱
い
て
い
る
方
も
多
い
。

　
全
村
民
に
対
し
て
平
等
な
措

置
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
高
齢
者
や
体
力
的
に
弱
い

方
々
へ
の
ワ
ク
チ
ン
全
額
助
成

は
県
内
唯
一
で
あ
る
。
ま
た
、

今
年
度
よ
り
受
験
生
で
あ
る
中

学
３
年
も
対
象
と
し
た
。

　
財
源
の
問
題
も
あ
り
助
成
の

拡
大
は
困
難
と
考
え
る
が
、
今

後
、
他
市
町
の
動
向
を
見
て
検

討
す
る
。

　
私
は
、
以
前
一
般
質
問
で
議

題
と
し
た
８
項
目
の
文
書
（
前

副
村
長
宅
に
郵
送
さ
れ
た
一
住

民
か
ら
の
封
書
１
点
、
総
務
課

長
が
作
成
し
た
書
類
３
点
、
前

副
村
長
が
作
成
し
た
書
類
１
点
、

女
性
職
員
が
作
成
し
た
書
類
３

点
）
に
つ
い
て
、
村
に
情
報
公

開
を
求
め
た
が
、
村
で
は
管
理

し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
開

示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
私
は
住
民
の
知
る
権
利
を
守

る
た
め
、
仙
台
地
裁
に
文
書
不

開
示
取
消
等
を
請
求
す
る
訴
訟

を
行
っ
た
。

　
村
長
は
、
こ
の
訴
訟
に
お
け

る
証
拠
書
類
、
前
副
村
長
・
総

務
課
長
が
提
出
し
た
陳
述
書
に

目
を
通
し
た
か
。

　
裁
判
の
関
係
書
類
、
前
副
村

長
・
総
務
課
長
の
陳
述
書
は
確

認
し
て
い
る
。

　
２
人
の
陳
述
書
で
は
、
一
住

民
の
投
書
に
基
づ
き
、
調
査
し

た
結
果
を
書
面
に
ま
と
め
た
こ

と
を
認
め
て
い
る
。

　
封
書
に
つ
い
て
は
、
以
前
県

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
役
場
に

到
達
し
た
時
点
で
公
文
書
と
し

て
扱
う
べ
き
と
の
指
導
が
あ
っ

た
。

　
そ
の
他
７
点
の
文
書
は
、
職

員
が
勤
務
時
間
中
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
文
書
は
公
文
書
で

は
な
い
の
か
。

　
村
に
お
け
る
文
書
と
は
、
行

政
組
織
規
則
及
び
教
育
委
員
会

行
政
組
織
規
則
に
規
定
す
る
本

庁
等
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、

ま
た
は
取
得
し
た
文
書
、
図
書
、

写
真
等
で
あ
っ
て
、
職
員
が
組

織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
、

本
庁
等
に
保
管
し
て
い
る
も
の

と
定
義
し
て
い
る
。

　
陳
述
書
に
よ
れ
ば
、
２
人
と

も
当
時
の
上
司
か
ら
作
成
し
た

文
書
を
管
理
せ
よ
と
命
じ
ら
れ

て
い
な
い
。

　
ま
た
、
文
書
自
体
も
村
で
は

所
持
し
て
い
な
い
。

　
私
は
、
８
項
目
の
文
書
は
公

文
書
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。

公
文
書
を
保
管
し
て
い
な
い
と

い
う
の
は
、
村
の
失
態
で
あ
る
。

　
公
文
書
の
位
置
づ
け
、
管
理

を
厳
重
に
し
、
開
示
請
求
に
ス

ム
ー
ズ
に
答
え
る
こ
と
が
、
住

民
の
知
る
権
利
を
守
る
こ
と
に

繋
が
る
。

　
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
文

書
取
扱
業
務
に
当
た
る
べ
き
だ
。

　
議
員
の
発
言
し
た
点
を
十
分

認
識
し
な
が
ら
、
職
務
を
遂
行

し
て
い
き
た
い
。

一般質問村政を問う

文屋　裕男 議員

村では管理していない
再度、公文書の取扱について問う 

一般質問 村政を問う
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出産祝金等を活用してほしい
 貸付事業のチャイルドシートの更新を 

 

村
　長

 

議
　員

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
の
拡
大
を

対
応
は
難
し
い



国民健康保険法等の一部改正に伴い、国保
財政運営の責任主体が、市町村から都道府県
に変更となった

・たばこ税率の引き上げ
・加熱式たばこの課税方式の見直し
　重量と価格を紙巻たばこの本数に換算
　平成30年から5年間の段階的移行

・税率：1,000円（年額）
　市町村が個人住民税と併せて賦課徴収
　平成36年度から課税

 労務職職員１名を行政職に振替え
 学校用務員として自衛隊退職予定者を
 嘱託職員として採用

標準保険料率に近い数字で、平成30年度からの
保険税の資産を行ったところ、全体としては減額
になるとの結果が出た

１）標準的な保険税算定方式
●所得割・均等割・平均割の３方式
●応益割と応能割の割合

　　（1：国が示す都道府県の所得係数β）
●均等割と平均割の割合（70：30）

２）将来的な保険料（税）水準の統一
●32年度には県内すべてが３方式へ大衡村

は30年度に移行
３）激変緩和措置
●制度改正によって被保険者一人あたりの

負担を急増させないための措置
●終期は35年度

　国保税の改正は、初年度から３年間は減額となるが、その後はどう変化するのか不透明で、将来
の負担増が不安視される。村は随時、的確にＰＲを行い、村民の不安の解消に努めるべきである。
　職員採用では、土木職と社会福祉士が受験申し込み無しとなっている。社会福祉士は二次募集ま
でかけたが、申込みがなかった。有能な職員を確保するために、応募が無い原因を探り、早急に対
策を講じる必要がある。
　嘱託職員の採用は、情報を開示し、広く村民から募集することが望ましい。

　小学校体育館は、改修された玄関・トイレの現地調査を行った。全体的に明るい印象になったが、
特に以前より改修要望が多かったトイレは、洋式化して使いやすくなった。
　中学校駐輪場は、自転車通学の生徒数の減少を受けて、以前より駐輪台数を減らしたが、送迎用
の駐車場を新たに整備したことで、下校時の混雑の解消が期待される。
　五反田住宅改修工事は、窓際の寒さや結露が改善されている。住み良い住宅作りも行政サービス
だと考える。

　外壁改修、屋上防水、サッシ改修
　壁面に断熱材を入れることで、結露等を防ぐ

工事
　・請負額：65,805,480円
　・工　期：H29.10.13～H30.2.28
　　　　　※社会資本整備交付金充当事業

　玄関、壁面、トイレ、建具改修
　アリーナ床等は30年度に改修予定
　・請負額：40,824,000円
　・工　期：H29.10.5～30.2.28
　　　　　　　※防衛調整交付金充当事業

　旧自転車駐輪場を解体し、新たに駐輪場
　（130台分）を建設
　合わせて駐車場（17台分）を整備
　・請負額：17,712,000円
　・工　期：H29.10.5～H30.2.28
　　　　　　　※防衛調整交付金充当事業
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総務民生
調査年月日：平成30年２月５日

国民健康保険税制度の改正
（平成３０年４月１日制度改正）

Reportレポート 総務民生

◎市町村における保険税の算定方式

◎財政運営主体の変更

◎たばこ税の見直し

◎森林環境税（仮称）の創設

◎国民健康保険税按分率（抜粋）

試験申し込みなし

試験申し込みなし

２次試験に4名が合格
（内１名が労務職から任用替）

①

②

③

初級・行政

初級・土木

社会福祉士

◎調査を終えての所感・意見◎調査を終えての所感・意見

委員会産業教育産業教育
調査年月日：平成30年２月６日

大衡小中学校の改修工事
（大衡小学校体育館・大衡中学校駐輪場）

五反田住宅の改修工事
（五反田住宅３号棟）

◎住宅改修工事の概要

◎体育館改修工事の概要

◎駐輪場改修工事の概要

平成30年度職員採用 地方税制改正（案）

保険税率

改定案(b)

(c)

(b)-(a)

特定

以外 現行(a)

医療給付費分

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

課税限度

5.90%

27.00%

22,500円

27,000円

540,000円

5.90%

0.00%

24,000円

18,000円

580,000円

0.00%

△27.00％

1,500円

△9,000円

40,000円



　村の現状における問題点について、
民生委員児童委員と議員が意見を交
換することで、情報の共有と、今後
の村づくりの推進を図る。
　お互いの活動について報告したの
ち、民生委員児童委員協議会の活動
から見えてくる村の課題について、
意見交換を行った。

　金ケ崎町議会と大衡村議会で、議会広報
の共同企画を実施したことを受けて、平成
30年３月27日、金ケ崎町の伊藤議長と広
報委員２名が大衡村を訪問されました。
　大衡村側では議長と広報分科会員が応対
し、議会広報の編集に関することや、今後
の交流のあり方について懇談しました。
　金ケ崎町との共同企画は次ページに掲載
されております。

　本村の「みやぎおおひら議会だより174
号」が、先般実施された第37回宮城県町
村議会広報選考会で入選しました。
　今後も、「より早く、より正確に」をモッ
トーに、皆様にとって読みやすく親しみや
すい議会だよりを目指して、広報分科会員
一同、精進してまいります。

１．住民とのコミュニケーションが取りづらくなってきている
　プライバシー等の問題もあり、村営住宅等の新規入所者の連絡先が分からない。
　居留守や郵便受けに配布物を入れられなくするなど、コミュニケーションを取れない。

２．65歳以下の独居世帯向けの見回りを
　高齢者の独居世帯とは違って、セーフティネットから外れがちな65歳以下の独居世帯が増加して
きていることから、この世代を対象とした見回りも必要になってくるのではないか。

３．公共施設での車椅子利用者や歩行困難者への対策を
　中学校講堂や公民館、美術館など、村の公共施設にはエレベーターがない。敬老会や文化協会発
表会などの様々な行事が開催されているが、招待された方々が、階段しかないので参加できない状
況にある。対策が必要だと思う。

　民生委員児童委員協議会との懇談会は、守秘義務の関係から個別具体の案件までは聞けなかった
ものの、委員の皆様からは様々な事例や意見を聴くことが出来た。担当する地域によって委員が抱
えている問題は異なる。課題解決に向けて、行政と議会と委員とが一丸となって進んでいくことが
必要と思えた。
　これまで、区長会や商工会とも懇談をしてきたが、懇談会は、行政全般への要望事項や議員活動
に活かせる意見を拝聴できる得がたい機会となっている。今後も機会を設けて関係諸団体との懇談
会を開催していきたい。
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調査年月日：平成30年２月20日

民生委員児童委員協議会との懇談会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会場：平林会館）

Reportレポート

◎懇談会での主な意見

◎懇談会の目的と内容

金ケ崎町議会との懇談会
（広報共同企画号について）

県広報選考会入選について
（宮城県町村議会議長会）

◎調査を終えての所感・意見

委員会 広報広聴

広報広聴常任委員会からのお知らせ
　広報広聴常任委員会では、議会の広聴活動の一環として、村内各種団体との意見交換会を計画
しています。ご希望の方は下記お問い合わせ先までご連絡ください。

お問合せ先：大衡村議会事務局
　　　　　　☎３４５－６０３０　　  gikai@village.ohira.miyagi.jp
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あ
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が
き

　
私
は
、
産
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

大
衡
村
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
頃
は
当
た
り
前
で
あ

ま
り
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大

衡
村
は
自
然
豊
か
で
地
域
の
人
々

も
あ
た
た
か
く
、
と
て
も
住
み
や

す
い
と
こ
ろ
だ
と
、
今
は
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
す
る
環
境
に
つ

い
て
も
素
晴
ら
し
く
、
大
衡
村
で
、

こ
の
先
も
家
族
と
暮
ら
し
て
い
き

た
い
と
思
い
、
と
き
わ
台
南
の
団

地
へ
応
募
し
ま
し
た
。
昨
年
の
10

月
に
土
地
の
申
込
み
、
抽
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
平
林
会
館
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
結
果
発
表
ま
で
の
時
間
を
過
ご

し
た
こ
と
も
、
懐
か
し
く
感
じ
ま

す
。

　
土
地
の
契
約
が
終
わ
っ
て
か
ら

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
、

６
月
に
は
待
ち
に
待
っ
た
大
衡
村

と
き
わ
台
南
で
の
新
し
い
生
活
が

始
ま
り
ま
す
。
１
０
８
区
画
と
、

大
衡
で
は
大
き
い
団
地
で
す
が
、

地
区
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
「
助
け
合
い
」
な
が

ら
生
活
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

　
新
生
活
に
不
安
と
希
望
で
い
っ

ぱ
い
で
す
が
、
家
族
全
員
で
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

　寒
く
、
雪
が
多
か
っ
た
今

年
の
冬
が
過
ぎ
、
木
々
の
芽

が
息
吹
く
春
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
入
学
や
就
職
な
ど
、

新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。　村

も
、
新
年
度
予
算
が
決

ま
り
、
新
た
な
事
業
へ
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
議
員

と
し
て
気
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　任
期
一
年
を
残
す
中
、
村

民
の
方
々
の
負
託
や
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。早 

坂

　豊 

弘
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平
成
24
年
に
公
民
館
の
生
涯
学

習
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
受
講
し
た
有
志
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

　
週
１
回
、
万
葉
の
森
を
中
心
に

約
２
時
間
、
お
よ
そ
７
千
歩
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の

草
花
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
木
々

の
芽
吹
き
、
紅
葉
等
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
26
年
か
ら

村
体
育
協
会
に
加
盟
し
ま
し
た
。

年
数
回
村
外
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

歩
け
走
ろ
う
大
会
、
万
葉
ま
つ
り

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
は
運
動
不
足
解
消
の
た

め
、
屋
内
運
動
場
で
脳
ト
レ
（
計

算
や
歌
）
や
健
康
づ
く
り
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
等
、
情
報
交
換
を

し
な
が
ら
、
寒
さ
に
負
け
ず
健
康

増
進
の
た
め
歩
い
て
い
ま
す
。

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
を
始
め
て
か
ら

７
年
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
健

康
に
対
す
る
意
識
が
高
い
か
ら
続

い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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